
出土遣物観察表
一記載事項について一

挿図番号　　遺構ごとの実測番号、図版番号を統一して示す。

器　種　須恵器は形態的特徴から、蓋杯・高杯・壷・嚢・施・提瓶等の従来の呼称を用いた。部分

名称の場合は（）で表示。鉄製品は形態、使用痕等の観察から、鉄刀・刀子・鉄鉱等の名

称を用いた。

法　量　土器……口径：①　底径：②　最大胴径：③　器高：④をcmで示す。なお、（）は復元

値。〈　〉は推定値。ただし目安としての径の残存が7分の1以下を推定値とした。

石製品・鉄製品……長さ：L　幅：W　厚さ：T　径：Dをcmで示す。（）は現存値。

形態・手法の特徴　主要部分について記述した。土器については口緑部の内外面ヨコナデ調整を特別な

場合以外は省略した。

胎土・焼成・色調

①　胎土　砂粒の大きさとその量を示す。

②　焼成　良好（堅赦）・良（普通）・やや不良（やや軟）・不良（軟）の4段階に分けた。

③　色調　主として外面の色調を示すが、内外面が異なる場合（外）・（内）で表示。

備　考　　赤彩、黒斑、粕の有無等を記載。鉄製品、玉類、石製品等は重量を記載。

（）は現存値。

遺物登録番号　　出土地を調査区分の通し番号で表示。遺物台帳登録番号。

－遺物実測中における表示一

須恵器：黒塗り

遺物使用痕範囲：F二二三∃

土器実測図のヨコナデ調整による稜：「十

一土器の部分名称について一　部分名称を略す場合は頭文字を（）で表示。

ー鉄製品　部分名称－

鉄 身部

匝 刺部

頚部

一 関部

茎部

刀 身部　　　　　　　　 茎部

l

／背 関
l

0

切 よ部　　　 ， ＼刀関　 茎よ部

刀 身元部

－59－



円護寺5号墳（第9・10図、図版19・20）

挿 図

番 号
器　　 種

法量 （cm ）

（ヨ口　 径

② 底　 径

③ 最 大 胴径

（り器　 高

形　 態　　　　 手　 法　 の　 特　 徴

① 胎　 土

② 焼　 成

③ 色　 調

残 存 状 況 備　　 考

遺物

登 録

番号

′1

須 恵器 ①　 14 ．0 口縁 部 は 内湾 し端部 で 内 面 （内外 ）ヨコ ナデ 。 （9 1 ～ 2 mm の砂 粒 を多 く含 む ほ ぼ完 形 自然 粕 42

蓋　 杯 ②　 4 ．6 に 凹み を廻 らす 。 （外 ） 天 井部 回 転へ ラ切 り後 軽 い ナデ 、 3 ～ 5 m mの砂 礫 有 1 、 2 セ ッ ト 51

蓋 天井 部 は や や丸 み を もつ 。 中 心 にヘ ラ起 し痕 。 ② 良　 ③ 灰色 で 出土

中 に 人 骨 、

62

2

須 恵器

（9　 12 ．1 立上 りは 内傾 して 上方 に伸 （内外 ）ヨコ ナデ 。 （9 1 m m前 後 の砂 粒 を多 く含 む ほ ぼ完 形 4 1

（受 ） 14 ．8 び先 細 る 。 （外 ） 底部 回転 へ ラ切 り後 ナデ 。 4 ～ 9 m mの砂 礫 有　 ② 良
歯 、鉄 鉄片

42

蓋　 杯

・杯　 身

（り　　 5．1 受 部 は体 部 か ら伸 び て外 上

方 に納 め る。

底部 に平 坦面 を もつ。

（内） 底部 周 回 す るナ デ 。 ③ （外 ）淡 橙褐 色 灰色 （内）暗

灰 色

3

須 恵器 ①　 14 ．7 口縁 部 は外 方 に伸 び端 部 は （内外 ）ヨコ ナデ 。 （9 1 ～ 2 mm の砂 粒 を含 む 完形 自然 粕 43

蓋　 杯 （初　 4．1 丸 い。 （外 ） 天 井 部 1／2 を逆 時計 廻 りの 租 な へ ② 良

蓋 ＿ 夫井 部 は 扁平 気 味 。 ラ削 り、 中心 へ ラ起 し痕 。 ③ （外 ）淡 灰色　 灰 色 （内 ）灰色

4

須 恵器 ．－

蓋　 杯

蓋

（9　 1 3．0 口縁 部 は外 方 に伸 び端 部 は （内外 ）ヨコ ナデ 。 （9 1 m m前 後 の 砂 粒 を多 く含 む 完形 自然粕 58

④　 3．8 丸 い。 （外 ） 天 井部 3／4 を逆 時 計廻 りの カ キ 目。 4 mm の砂 礫 有　 ② 良

天井 部 は 丸 み を もつ。 （内） 天 井部 不 定方 向 の ナ デ、 円弧 文 工

具 痕。

③ （外 ）灰 色　 暗 灰 色 （内 ）灰 色

5

須 恵器

蓋　 杯

蓋

（∋　 13．2 口 縁 部 は 内 湾 し端 部 は 丸 （内外 ）ヨコ ナ デ。 ① ）．5m m以 下 の砂 粒 を含 む ほ ぼ完 形 36

（参　 4 ．4 い 。 （外 ） 天 井部 4／5を逆 時 計 廻 りの カ キ 目。 3 mm の砂 粒 有　 ② 不 良

革 井部 は丸 み を もつ。 （内 ） 天 井部 不 定方 向 の 軽 い ナデ 。 ③ （外 ）淡 灰 色　 灰 褐色 （内）淡

褐 色

6

須 恵器

蓋　 杯

蓋

（9　 1 2．1 口 縁 部 は 内 湾 し端 部 は 丸 （内外 ）ヨ コナ デ。 （9 1 m m前 後 の砂 粒 を多 く含 む ほ ぼ完 形 60

④　 3．6 い 。 （外 ） 天 井 部 1／2 を逆 時 計廻 り後 租 な へ ② 良好 61

天 井部 は丸 み を もつ。 ラ削 り．云

（内 ） 天 井部 租 な ナ デ。

（諺 （外 ）灰 色　 青 灰 色 （内 ）灰 色

7

須 恵器

①　 13．0 口 縁 部 は 内 湾 し端 部 は 丸 （内外 ）ヨコ ナデ 。 （∋ 1 ～ 2 mm の砂 粒 を含 む （天 ）　　 3／4 2 0

④　 4．6 い 。 （外） 天 井部 回 転 へ ラ切 り後 ナ デ 、 中心 5 mm大 の 砂礫 有　 ② 良 （口 ）　　 1 3 9

蓋　 杯 天 井部 は 丸 い。 にヘ ラ起 し痕 。 ③ （外 ）灰 色　 淡 灰 色 （内 ）暗灰 40

蓋 （内） 天 井部 一 方行 の ナ デ。 色 50

62

8

須 恵器

（9　 1 3．1 口縁 部 は 内湾 し端部 で 下 方 （内外 ）ヨコ ナデ 。 ① 1 m m以 下 の砂 粒 を含 む 完 形 45

④　 4．5 に納 め、 端部 は丸 い。 （外 ） 天 井部 回 転 へ ラ切 り後 ナ デ 、 中心 ② 良

蓋　 杯

蓋

天 井部 は 丸 み を も‘つ。 にヘ ラ起 し痕 。後 へ ラ描 文 を 施

す 。

（内 ） 天 井部 一 方行 のナ デ 。

③ （外 ）暗 灰 色 （内 ）淡青 灰色

9

須 恵器

蓋　 軽

量

（9　 1 4．4 口 縁部 は内 湾 し端 部 で内 面 （内外 ）ヨ コナ デ。 （∋ 1 mm以 下 の砂 粒 を含 む 完‘形 自然粕 48

（り　 4．1 に凹 み を廻 らす 。 （外 ） 天 井部 回転 へ ラ切 り後 軽 いナ デ、中 （a 良好

天井 部 は平 坦面 を もつ。 心 にヘ ラ起 し痕 。

（内 ） 天 井 部周 回 す る ナデ 。

③ 暗灰 色　 灰色

10

須 恵器

蓋　 杯

蓋

（9　 1 3．6 口縁 部 は外 方 に開 き端 部 で （内 外）ヨ コナ デ。 ．（9 1 mm前 後 の砂 粒 を多 く含 む 完 形 49

④　　 5．2 内 面 に 凹み を廻 らす 。 （外 ） 天 井 部 回転 へ ラ切 り後軽 い ナ デ、 ② 良 62

天 井部 は丸 み を もつ 。 中心 にヘ ラ起 し痕 。 （諺 （外 ）褐 灰 色　 青 灰 色 （内 ）灰

色　 暗灰 色

11

須 恵 器 ．

（∋　 く12．5 〉 立 上 りは 2 よ り短 く内傾 し （内外 ）ヨ コナ デ。 （∋ 3 ～ 4 m mの砂 粒 を含 む （口 ）　 1／8 4 4

（受 ）14．7 て 先細 る。 （外 ） 体 部2／3 を逆 時計 廻 りのヘ ラ削 り。 ・13、 16 m m大 の砂 礫 有 ・② 良 （体 ）　　 1

蓋　 杯

杯　 身

（り　 4．1 受 部 は体 部 か ら伸 び外 上 方

に納 め る。

体 部 は丸 み を もつ 。

（内 ） 底 部 不定 方 向 の ナデ 。 ③ 淡灰 色

12

須 恵 器

蓋　 杯

杯　 身

（9　 11．9 （内 外）ヨ コナ デ。 ① 1 I皿薗 後 の砂 粒 を多 く含 む ほぼ 完形 37

（受 ） 14．4

④　 4．4

（外 ） 休 部 へ ラ切 り、 その 外周 を時計 廻

りの ヘ ラ削 り 2 回転 と し、 中央 部

にヘ ラ起 し痕 を残 す 。r

（内 ） 底 部 不定 方 向 の ナデ 、 同心 円文 工

具 痕 。

② 良　 ③ （外 ）淡灰 色 （内）灰色

13

須 恵 器

蓋　 杯

杯　 身

（9　 12．3 （内 外）ヨ コナ デ。 ① 1 mm前 後 の砂 粒 を多 く含 む ほぼ完 形 38

（受 ）14．1 （外 ） 体 部 回転 へ ラ切 り、 そ の外 周 を時 2 m mの砂 粒 有　 ② 良

④　 3．4 計 廻 りのヘ ラ 削 り3 回転 と し、 中

央 部 にヘ ラ起 し痕 を残す 。

（内 ） 底 部 不定 方 向 の ナデ 、 同心 円文 工

具 痕 。

③ （外 ）淡 青 灰色　 灰 色 （内 ）淡

青 灰 色

14

須 恵 器

①　 11．5 （内外 ）ヨ コナ デ。 ① 1 mm前 後 の砂 粒 を含 む 完 形 自然粕 47

（受 ） 14．1 （外 ） 体 部 回転 へ ラ切 り後 軽 いナ デ 。底 ② 良

蓋　 杯

杯　 身

④　 4．1 部 にヘ ラ措 文 を施 す 。 中心 に ヘ ラ

起 し痕。

（内 ） 底 部 不定 方 向 の ナデ 。

③ （外 ）灰 色 （内）淡 青灰 色 －

15

・須恵 器

蓋　 杯 ‘

杯　 身

（9　 1 1．7 （内外 ）ヨ コナ デ。 ① 1 mm前 後 の砂 粒 を含 む （口 ） 1 部 欠 46

（受 ） 14 ．5 （外 ） 休 部 回転 へ ラ切 り後 ナ デ。 中心 に 4 、 5 m m大 の砂 礫 有　 ② 良 （体 ）　　 1

④　 －4 ．2 ヘ ラ起 し痕 。

（内 ） 底 部 不定 方 向 の ナデ 。

③ 灰 色

16

須恵 器 （9　 1 1．4 （内 外）ヨ コナ デ。 ① 1 mm前 後 の砂 粒 を含 む （口 ）　 3／4 5 5

蓋　 杯 （受 ） 13 ．7 （外 ） 体 部 回転 へ ラ切 り後 ナ デ。 中 心 に 3 n mの砂 粒 有 （診良 （体 ）　　 ‾1 6 1

杯　 身 ④　 4 ．6 ヘ ラ起 し痕 。 ③ （外 ）灰 色　 淡灰 色 （内）灰色

－60－



円護寺5号墳（第10・13図、図版20・21）

挿 図

番 号
器　　 種

法量 （cm ）

（ヨ口　 径

② 底　 径

③ 最 大 胴径

④ 器　 高

形　 態　　　　 手　 法　 の　 特　 徴

（丑胎　 土

（診焼　 成

③ 色　 調

残 存 状 況 備　　 考

遺 物

登 録

番 号

1 7

須 恵器

蓋　 杯

杯　 身

（9　 1 2．0 立上 りは 内傾 して上 方 に納 （内外 ）ヨコ ナデ 。 （9 1 皿 前後 の砂 粒 を多 く含 む ほ ぼ完 形 5 9

（受） 1 3，8 め端 面 を もつ 。 （外 ） 体部 回転 へ ラ切 り後 ナ デ 。 4 m mの 砂礫 有　 ② 良

②　　 6．6

（参　 3．8

受部 は体 部か ら伸 び外 上方

に納 め る 。

体 部 は底 部 に平 坦 面 を も

つ 。

（内） 底部 不 定 方向 の ナ デ。 ③ 淡灰 色

1 8
須 恵器

長 頸壷

（∋長 1 0．2 口縁 部 は 内湾 して上 方 に伸 （内外 ）口頸 部 、 体 部 ヨ コ ナ デ 成 形 後 接 ① 1 m m前 後 の砂 粒 を含 む 完 形 ．口 縁部 歪 5 6

短　 8．5

②　 8．0

③　 1 2．8

④　 1 9．0

び て細 り端面 を もつ。

体部 中上位 に最 大径 を もち

底部 は平 坦面 を もつ。

口縁 部 に ・1 条 、 肩部 に 2 状

の 沈線 を廻 らす 。

合 。

（外 ） ロ 頸部 カキ 目。 体部 下 半 回転 へ ラ

肖りり。

接 合 の後 、頸 部 ヨコ ナデ と しカキ

目が薄 れ る。

（内） 頚 部 ナデ 。底 部 ナ デ、 指 頭圧 痕 。

ロ頚 部 内面 にヘ ラ措 き文 を施 す 。

ロ縁 部 に工 具 痕 。

② 良　 ③ 乳灰 色

1 9
須 恵器

施

①　 1 7．7 口頚 部 はラッパ状 に開 き口縁 （内外 ）ロ頸 部 、 体 部 ヨ コ ナ デ 成 形 後 接 （9 2 m mの 砂粒 を多 く含 む 完 形 5 3

③　 1 0．1 部 で更 に開 いて、複 合 口縁 と 合 。 4 mm大 の 砂礫 有　 ② 良好

④　 1 7．6 し端 面 をもつ。

体 部 の 中上 位 に最 大 径 と円

孔 1 をもつ。

口径 は体 部 径 より大 きい。

（外 ） 底 部 回転 へ ラ削 り。

（内） 底 部 ナデ 。

頸部 内 面 に接 合 時 の振 じれ痕 。

③ 青灰 色　 灰 色

2 0
須 恵 器

施

（9　 1 3．8 口 頚部 はラッパ状 に開 き口 縁 （内 外）口頸 部 、 体 部 ヨ コ ナ デ 成 形 後 接 （9 1 ～ 2 mm の砂 粒 を多 く含 む 完 形 5 4

③　 1 1．0 部 で更 に開 いて、複 合 口縁 と 合 。 5 mm大 の 砂礫 有　 ② やや 不 良 6 1

（参　 1 7．1 し凹端 面 をもつ 。

体 部 は楕 円 形 状 を呈 し、中

位 に最大 径 と円孔 1 をもつ。

頸 部 と肩 部 に 1 回 転 半 の 沈

線 を廻 らす。

口径 は体部 径 より大 きい 。

（外） 口 縁 端 面 に 1 条 の沈 線 後 軽 い ヨコ

ナ デ。

口 琴部 カキ 目。体 部 下 半 回転 へラ削

りとした後 接 地面 外 周 を逆 方 向 のへ

ラ削り2 回転 。

肩 部外 面 にへ ラ描 き文 を施 し縦 4 条横 2 条

が 交差 す る。

③ 乳灰 色

2 1
須恵 器

‘堤　 瓶

（9　　 8．4． 口頚 部 は外 反 して 開 き端 部 （内外 ）口頚 部 、体 部成 形 の 後体 部 側面 に （9 1 ～ 2 m mの砂 粒 を 含 む ほぼ 完形 5 7

（3　 14．4 は面 を もつ 。 ロ縁 部 を 接 合 。接 合 部 内 面 は ナ 3 m mの砂 粒 有　 ② や や不 良

10．9

④　 19 ．2

体 部 は表 面 で 円形 。 側面 は

表 面 凸状 、 背 面扇 平 を呈 す

る。 肩部 に形 式化 した把 手

が 1 部残 り対 面 は剥 離痕 。

デ。

体 部　 平 坦 面 を下 に して ヨコ ナデ 成形 後

ふ くれ面 に円 盤充 填 とす る。

（外 ）ふ くれ 面 ナデ 後 カキ 目。平 坦 面

回 転 へ ラ削 り、中 心 に成 形 時 の ナ

デ、圧 痕が 残 る。

（内 ）平 坦面 指 ナ デ。

③ 淡 灰褐 色

22 軽　 石

L　　 8 ．4°

W　 （6 ．4）

T　　 2 ．4

扁 平 な形 状 割 れ 面以 外 は全 面 に使用 痕

使 用 頻度 が 高 い。 1

② 乳 灰 色 1 部　　　 欠 （1 5．8）g

気 泡 有

3 5

4 5
須 恵 器 ‾

有 蓋 高杯

①　 12 ．3 杯 部 立上 りは 内傾 し上方 に 杯 部 、脚 部 成 形 の後 接合 。 （9 1 mm前 後 の 砂粒 を多 く含 む ほぼ 完形 2

（受 ） 14 ．6 納 め る 。 杯 部 （内 外 ）ヨ コナ デ 。 8 m mの砂 礫 有 （診良 好 18

②　 10 ．9 受 部 は体 部 か ら屈 申 して伸 （外 ）杯 底 部 逆 時 計 廻 りの ヘ ラ削 （診（外 ）黒色　 灰 色 （内 ）青 灰 色 2 6

④　 8 ．8 び水 平気 味 に納 め る

杯 体 部 は丸 み を もつ 。

脚部 は 内湾 して 開 き接 地面

を もつ 。

り、 脚 部 と接 合部 は ヨコ ナデ 。

脚 部 （内外 ）ヨ コナ デ 。

（断）セ ピア色

4 6

須 恵器

蓋　 杯

蓋

（9　 14 ．2 口縁 部 は 内湾 し外 方 へ伸 び （内 外 ）ヨ コナ デ 。 ① 1 m 前後 の 砂粒 を多 ‘く含 む ほ ぼ完形 2 8

（参　 3 ．7 る。 端 部 は4 6が 凸面 、4 7 は （外 ） 天井 部 回転 へ ラ切 り、 後逆 時 計廻 2 m mの砂 粒 有　 ② 良

丸 い。

天井 部 は扁 平 。

りのへ ラ削 り を し外 周 を軽 い カ キ

目。

③ （外 ）‾暗灰 色　 灰 色 （内）灰 色

4 7

須 恵器

（9　 14 ．2 （内外 ）ヨコナ デ 。 （9 1 ～ 2 m皿の 砂粒 を多 く含 む ほ ぼ完 形 自然 粕 2 8

（り　 3．5 ・ （外 ） 天井 部 回 転へ ラ切 り、 後 その 外 周 6 m mの 砂礫 有　 ② 良

蓋　 杯

蓋

を時 計 廻 りのヘ ラ削 り 2 ～ 3 回 転

と し中 心 にヘ ラ起 し痕 。

（内） 天井 部 に 円弧 文 工具 痕 。

③ （外 ）暗灰 色 （内）灰 色

4 8

須 恵器
①　 く1 3．3 〉 口縁 部 は 内湾 し外方 へ 伸 び （内外 ）ヨフナ デ 。 （∋ 1 m m前 後 の砂粒 を含 む ‾ （口）　 1 部 1

④　 4．0 端部 は丸 い。 （外 ） 天井 部 回 転へ ラ切 り、 後 そ の外 周 ② 良　 ③ 青灰 色 （天）　 1／2 16
蓋　 杯

蓋
天 井部 は 丸 み を もつ。 を逆 時 計 廻 りの ヘ ラ削 り 2 回転 。

（内） 天井 部 に 円弧 文 工具 痕 。－

22

4 9

須 恵器

蓋　 杯

蓋

①　 1 3．0 口縁 部 は 内湾 し下方 へ 伸 び （内外 ）ヨコ ナデ 。 （9 1 m m前 後 の砂 粒 を多 く含 む ほ ぼ完 形 自然 粕 24

④　 3．8 端 部 で 内 面 に 凹 み を廻 ら （外 ） 天井 部 へ ラ切 り後 ナ デ。 中心 部 に 3 mm の砂 粒有　 ② 良

す 。 ヘ ラ起 し痕 。 （諺（外 ）灰 色　 暗 灰色 （内 ）灰 色

天 井部 は や や丸 み を もつ 。 （内） 回転 す る ナ デ。 青灰 色

5 0

須 恵 器

蓋　 杯

蓋

（9　 1 3．6 口 縁部 は内湾 し下 方へ 伸 び （内外 ）ヨコ ナデ 。 ① ）．5 m m以 下 の砂粒 を多 く含 む ほ ぼ完 形 自然粕 14

（参　 4．6 端 部丸 い 。 （外 ） 天 井部 回 転 へ ラ切 り後 そ の外 周 を 1 mm の砂 粒有 （診良

天 井部 は平坦 面 を もつ 。 ナ デ。

（内） 天 井部 周 回 す るナ デ。

③ （外 ）黒 色　 灰 色 （内 ）青灰 色

－61－



円護寺5号墳（第13図）

挿 図

番 号
器　　 種

法量 （cm ）

① 口　 径

② 底　 径

③ 最 大 胴径

④ 器　 高

形　 態　　　　 手　 法　 の　　 特　 徴

① 胎　 土

② 焼　 成

③ 色　 調

残 存 状 況 ． 備　　 考

遺物

登録

番号

5 1
須 恵器

（脚 部）

（診　 1 3．3 脚部 はハ の字 状 に 開 き端面 （内外 ）ヨコ ナデ 。 ① 1 m m前 後 の砂 粒 を多 く含 む 上半　 ・1／4 2 3

を もつ 。 （外 ） カ キ 目後 裾部 軽 い ヨ コナ デ。 （診良　 ③ （外 ）灰 褐色　 暗 青灰 色 下半　　 1／2

方形 状 の 透 し窓 を もつ 。 透 し窓 は 2 方向 を観 察 、 3 方 向 の可 能性 。 （内）灰 褐 色

5 2

須 恵 器

有 蓋 高杯

（杯　 部 ）

（∋ （1 3．8 ） 立上 りは 内傾 して上 方 へ納 （内外 ）ヨコ ナデ 。 ① 1 ～ 2 mm の砂 粒 を含 む （杯 ）　 1／6 16

（受）（1 6．0 ） め端 部 は 丸 い。

体部 はや や丸 み を もつ 。

（外 ） 杯底 部 時 計廻 りの ヘ ラ削 り。 3 mm の砂粒 有　 ② 良

③ （外 ）灰 色 （内 ）淡厚 色

2 2

5 3

須 恵 器

有 蓋 高杯 ．

（脚　 部 ）

（診 （1 0．4 ） 脚部 はラッパ状 に開 き端 部 で （内外 ）ヨコ ナデ 。 （9 1 m m前 後 の砂 粒 を含 む 上半　　　 1 8

内面 に凹 みを廻 らす 。

裾 部 に工 具 に よる 2 条 の 沈

線。三 角 形 の透 し窓 。

透 し窓 は 3 方 向 。 ② 良

③ （外 ）黒 色　 灰 色 （内 ）灰 色

下半　　 1／3

円護寺6号墳（第18図、図版22）

1

須 恵器

蓋　 杯

蓋

（9　 1 4．7 ロ 縁 部 はや や内 湾 して外 方 （内外 ）ヨコ ナデ 。 （9 1 ～ 2 mm の砂 粒 を含 む 完形 3

④　 4．8 に 開 き端 部 で 内 面 に 段 を も

つ。

天井 部 は丸 みをもつ。

1 条の 鈍 い稜 線 で 天 井 部 と

を分 け る。

（外 ） 天 井部 回 転 へ ラ切 り後 そ の外 周 を

逆 時計 廻 りのヘ ラ 削 り2 回転 。 中

心 にヘ ラ起 し痕 。

（診良好 （3 灰 色

2°

須 恵器

蓋　 杯

杯　 身

（9　 1 2．8 立上 りFは 直線 的 に 内傾 し端 （内外 ）ヨコ ナデ 。 （9 2 ～ 3 mm の砂 粒 を含 む 完形 自然 粕 2

（受） 1 5．4

（り　 4．8

部 は丸 い 。

休部 は丸 み を もつ 。

（外 ） 底 由外 周 を逆 時 計 廻 りの ヘ ラ削 り2

回 が 明 瞭、中 心 部 は 自然 粕 により不

明 ながら中心 にヘ ラ起 し痕 。

．（診良好　 ③ 灰 色

円護寺7号墳（第22図）

1

須 恵器 （9　 1 2．8 立 上 りは 内 傾 し端 面 を も （内外 ）ヨコ ナデ 。 （9 1 ～ 2 mm の砂 粒 を多 く含 む ほ ぼ完 形 12　－

蓋　 杯 （受） 1 5．2 つ 。

休部 は平 坦面 を もつ。

（外 ） 体部 1 ／2 を逆時 計廻 りのヘ ラ削 り。 ②不 良 （諺灰 色

杯　 身 ④　 4．5 （内） 底 部 に円 弧文 工 具痕 。

2

須 恵器 （受）（1 5．7） 体部 は丸 み を もつ 。 （内外 ）ヨコナ デ。底 部風 化 に よ り不 明瞭 。 （9 1 ～ 2 mm の砂 粒 を含 む （受 ）　 1／4 13

蓋　 杯

杯　 身

（外 ） 体部 1 ／2 を逆 時計廻 りのヘ ラ削 り。 ②不 良　 ③ 灰 褐 色 （体 ）　 1／2

3

須 恵器 （か　 く1 2．2 〉 立 上 りは 直線 的 に内傾 し端 （内外 ）ヨコ ナデ 。 （9 1 ～ 2 mm の砂 粒 を多 く含 む （口）　 1／1 0 2

蓋　 杯

杯　 身

（受 ）く1 4．5〉 部 で 内面 に段 を もつ。

体 部 は丸 み を‾もつ 。

（外 ） 体部 2 ／3 を逆 時計廻 りのヘ ラ削 り。 4．5 m 木 の砂 礫 有

② 良好　 ③ 灰 色

（体 ）　 1／5 4

10

円護寺8号墳（第29・32図、図版22）

1

須 恵器

蓋　 杯

蓋

①　 1 4．8 口 縁 部 はわ ず か に外 方 へ と （内外 ）ヨコ ナデ 。 口縁 端 部 は 1 条 の沈 線 （丑 1 m m前 後 の砂 粒 を多 く含 む 完形 4 4

④　 4．3 開 き端部 は内 面 に段 をもつ。

天 井部 は丸 みをもつ。

1 条 の鈍 い 稜 線 に より天 井

部 とを分 ける。

後 ヨ コナ デ 。

（外 ） 一天 井 部 2 ／3 を 逆 時計 廻 りの ヘ ラ

削 り。

中 央部 にへ ラ起 し痕。

② 良　 ③ 灰色

2

須 恵 器

（丑　 1 2．8 立 上 りは 直線 的 に 内傾 して （内外 ）ヨコナ デ 。 口縁 端 部 は 1 条 の沈 線 ① 1 ～ 2 mm の砂 粒 を多 く含 む 完形 自然 粕 4 5

（受 ）1 5．8 端 部 で内 面 に段 を もつ 。 後 ヨ コナ デ 。 3 mm大 の 砂粒 有 （診良好

蓋　 杯

杯　 身

④　 5．1 受 部 は体 部 か ら伸 び外 上 方

へ 納 め る。

体 部 は丸 み を もつ 。

（外 ） 底 部1／2 を逆時 計 廻 りの ヘ ラ削 り。

（内） 底 部 中央 部不 定 方 向 のナ デ 、後 そ

の外 側 を周 回す る ナ デ。

③ 青灰 色

1 8
須 恵器

・土．

（か　 く1 6．0 〉 口縁 部 は端 部 で大 きく外 反 し （内外 ）ヨコ ナデ 。 ① 2 m m以 下 の砂 粒 を含 む （口）　 1／1 0 5

③ （1 9．6） て開 き外 面に段 をもつ。 （外 ） 体 部下 半 平行 叩 き目、 後 上半 ヨ コ 5 mm大 の 砂礫 有　 ② 良好 （体 ）　 1／3 17、18

体 部 は 球 形 状。体 部 中上 位 ナ デ。 ③灰 色 20、23

璽E に最 大径 をもつ。 （．内） 体 部下 半 円弧 文 当 て工 具 痕 、後 上

半 ヨ コナ デ。

2 5、2 6

29、33

1 9
土 師器

（∋ （1 1．7） 杯 口縁 部 は外 傾 し端 部 は細 杯部 （内外 ）パ ケ 目後 ナ デ。 ① 1 m m以 下 の砂 粒 を多 く含 む （口）　 1／2 赤 彩 7

②　　 7．0 る。 脚部 （外）パ ケ 目。 3 m m大 の砂 粒 有　 ② 良 好 （脚 ）　　 1 3 6

高　 杯 ④　 8．8 脚 部 はハ の 字 状 に開 き上 半

は実 入 りとす る。

（内）へ ラ削 り後 ナ デ。

指成 形 痕 を観 察 。

③ 黄褐 色

2 0
土 師 器

（9　 1 3．3　 － 椀 状 の体 部 か ら上 方 へ と立 （外 ） 把 手 は手捏 ね成 形後 休 部 と接 合 後 （9 2 m m前 後 の砂 粒 を多 く含 む ほ ぼ完 形 赤 彩 5 9

②　 4．6 上 が り口 縁 部 で つ まみ端 部 ナ デ 。体 部 パ ケ 目、 成 形 痕 が 残 ② 良　 ③褐 色　 褐灰 色

把 手 付椀 （参　 1 0．1 は細 る。角 状 の把 手 1 をもつ る 。

（内） 丁 寧なヘ ラ削り後軽 い ナデ。

2 1
土 師器

高　 杯

（丑　 （6．7） 小 型で カ ップ状 。 口縁 端部 （内外 ）指 成形 後 ナ デ。 C x）．5 m m以下 の 砂粒 を含 む （杯 ）　 1／4 赤 彩 6 0

②　 4．5

④　　 9．0

は先 糸田る 。

脚 部 は や や 外 反 気 味 に 開

き、上 半 は実 入 り。

杯 部 （内）工 具 ナ デ、 後底 部 ナ デ。

脚部 （外）縦 方 向 の工 具成 形 後 ナ デ。

（内 ）指 ナ デ 、工 具痕 、 接 地面 工 具

ナ デ。

② 良　 ③ 黄褐 色 （脚 ）　　 1 6 1
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挿図

番号
器　　 種

法量 （cm ）

（ヨ口　 径

②底　 径

③ 最大胴径

④ 器．高

形　 態　　　　 手　 法　 の　 特　 徴

（∋胎　 土

②焼　 成 ．

③色　 調

残存状況 備　　 考

遺物

登録

番号

22
土師器

（脚部）

②　 （7．3 ） 脚部はハの字 に開 き端部は

先細る。

（内外）パケ目後ナデ。 ① ）．5mm以下の砂粒を含む

②良好　 ③ 黄褐色

（脚）　 1／4 赤彩 14

23

須恵器
（∋　 く12．8〉 口縁部はわずかに外方？と （内外）ヨコナデ。口縁端部は 1 条の沈線 （∋1 mm前後の砂粒を多 く含む 1／8 8

（参　 （4．2） 開き端部は内面に段をもつ。 後 ヨコナデ ②良　 ③灰色 9
蓋　 杯

蓋
1 条の鈍い稜線により天井

部とを分ける。

（外） 天井部2／3 を逆時計廻 りのヘ ラ削

り。

32

円護寺40号墳（第35図、図版23・24）

1

須 恵 器

（9　 12．4 立 上 りは直 線 的 に内傾 し端 （内外 ）ヨ コナ デ。 ① 1 mm前 後 の砂 粒 を多 く含 む ほぼ完 形 3 7

（受 ） 15．4 部 は 丸み を もつ 。 （外 ） 体 部2／3 を逆時 計 廻 りのヘ ラ削 り。 4 mm 大 の砂 礫有　 ② 良好

蓋　 杯

杯　 身

④　 4．8 受 部 は体 部 か ら屈 曲 して 水

・平 気味 に納 め る。
休 部 は丸 み を もつ 。

（内 ） 底 部不 定 方 向 のナ デ 。 ③ 淡 青灰 色

2

須 恵 器

①　 1 2．8 立 上 りは内 傾 して 上方 に納 （内外 ）ヨ コナ デ。・ ① 1 mm前 後 の砂 粒 を多 く含 む ほぼ 完形 3 8

（受 ） 15．5 め 、端 部 は 丸 み を もつ。 （外 ） 底 部 回 転 へ ラ切 り、 後 体 部 1／2 を 3 ～ 5 m m大 の砂 礫 有

蓋　 杯

杯　 身

（初 ・ 5．5 受 部 は体 部 か ら．屈 曲 して水

，平 気 味 に納 め る。
体 部 は丸 み を もつ 。

時 計廻 りの へ ラ削 り。

（内 ） 底 部 一方 向 の ナデ 。

② 良　 ③ 灰 色

3
須恵 器

士∃互

（9　 11．8 口縁 部 は 外 反 して 開 き端 部 （内 外）ヨ コナ デ。 （9 1 ～ 2 m mの砂 粒 を含 む 完 形 自然 粕 3 9

③　 13．6 は外 面 に段 をもつ 。 （外 ） 底 部 回転 へ ラ削 り。 ② 良 好

（り　 14．7 口縁 端 面 に 1 条 の 沈 線 が め

ぐる。体 部 は肩 部 が 張 出 し底

部 は丸 みをもつ。

（内 ） 頚 部 ナ デ。 底 部 ナデ 。 ③ （外 ）青 灰 色　 灰 色 （内）灰色

4

須 恵器
（9　 10 ．4 口縁 部 は下 方 に伸 び 端部 で （内 外 ）ヨ コナ デ。 （9 1 ～ 2 m mの 砂粒 を多 く含 む 完 形 5 とセ ッ トで 4 0

④　　 3 ．6 内面 に段 を もつ。 （外 ） 天 井 部2／3 を時計 廻 りの ヘ ラ削 り。 4 ～ 5 mm大 の 砂礫 有 出土
有蓋 壷

蓋
天 井 部 は丸 み を もつ 。 （内 ） 天井 部 周 回す る ナデ 。 （診良好　 ③ 灰 色

5
須 恵器

（丑　　 8 ．8 ロ、緑 部 は 内 傾 して 短 く立 ち （内 外 ）ヨ コナ デ。 （9 1 ～ 3 m mの 砂 粒 を多 く含 む ほ ぼ完 形 4 とセ ッ トで 4 0

③　 1 5．4 上が り端 部 は丸 い。 （外 ） 底部 回 転 へ ラ削 り。 4 ～ 6 mm大 の砂 礫有　 ② 良 出土

（参　　 9．5 肩 部 は 極 端 に張 出 し底 部 方 肩 部 外 面 に は焼成 時 に セ ッ ト焼 き した蓋 ③ （外 ）淡灰 色　 嘩灰 色

有 蓋壷 向へ 内湾 して 窄まり底 面 をも

つ。

肩部 に 2 条 の沈線 をもつ。

の痕 を観察 し、 口径 12 cm程 と推 察す る 。 （内）灰 色

円護寺42号墳（第44・45・46図、図版24）

1
土 師 器

（9　 1 2．8 椀状 の杯 部 。 口縁端 部 をつ 杯部 （外 ）パ ケ 目後 ナ デ 。 ① 1 ⊥ 2 。m の砂 粒 を多 く含 む （杯 ）　　 4／5 赤彩 1 6

②　 （7．5） まむ。 脚 部 はハ の字 状 に開 （内 ）ナデ 。 3 、 7 m m大 の砂 礫 有 （脚 ） ・ 1／4 黒 斑有
高　 杯

④　 8．7 き端部 方 向へ 細 る 。 脚部 （内外 ）指 成形 後 ナ デ。 ② 良　 ③ 黄橙 色

2
土 師 器

（9　 1 2⊥5 椀状 の杯 部 。 口縁 端部 をつ 杯部 （外 ）パ ケ 目後 ナデ 。 ① 1 m m前 後 の砂 紐 を 多 く含 む （杯 ）　　 3／4 赤 彩 ．1 5

まむ。 （内 ）ナデ 。 2 ～ 3 m mの砂 粒 有
高　 杯

脚部 （内外 ）指 ナ デ。 ② 良 （諺黄橙 色

3
土 師 器

（杯 部 ）

①　 1 3．6 （内外 ）ナ デ 。成 形 時 の圧 痕。 （9 1 mm前 後 の砂 粒 を 多 く含 む

② 良　 ③ 黄橙 色

（杯 ）　　 1 赤 彩

黒 斑有

1 7

15
須 恵 器

嚢

①　 2 1．6 口 頚部 は外 反 して 開 き端 部 （外 ） 体 部平 行 叩 き目、 疲上 車 軽 い カキ （9 4 mm以 下 の砂 粒 を 多 く含 む ほぼ完 形 休 部軍 1

③　 4 6．2 は肥厚 し凸 面 を もつ。 目。 6 m m大 の砂礫 有　 ② 良 2

④　 4 7．0 体 部 中位 に 最大 径 を もつ 。 （内 ） 同 心 円 当 て工 具 で 肩 部と底部 は同

心 円 文 、胴 部 は 青 海渡 文 に 当 てる。

後 に体 部 ナ デとし底 部 は丁 寧 な ナ

デ 。

底 部外 面 に他 の体部 小 片 を配 して焼 台 とし

た可 能 性 あ り2 ヶ所 に残 存 、他 に剥 離 痕 を

観 察 。

（諺暗灰 色 7

8

1 3

1 4

1 8

16

須 恵器

①　 く15．8 〉 ロ縁 部 は外 方 に 開 き端 部 で （内外 ）ヨ コナ デ。 （9 1 mm前 後 の砂 粒 を含 む 1／8 5

内側 に段 をもつ 。 （外 ） 天 井 部 1／2 を逆 時 計 廻 りの へ ラ削 ② 良

蓋　 杯

蓋

天 井 部は 丸み をもつ こ

1 条 の 鈍 い 稜 線 により天 井

部 とを分け る。

り。

（内 ） 天 井 部 中央 に円弧 文 工具 痕 。

③ （外 ）暗灰 色 （内 ）灰色

1 7

須 恵器 （9　 1 1．6 立 上 りは直 線 的 に内 傾 し端 （内 外 ）ヨ コナ デ。 （9 1 ～ 2 m mの砂 粒 を多 く含 む ほぼ 完形 1 1

蓋　 杯 ④　　 5．2 部 で 内側 に段 を もつ 。 （外 ） 体 部 1／2 を時 計廻 りの へ ラ削 り。 7 m m大 の砂 礫 有

杯　 身 体 部 は 丸 み を もつ。 （内 ） 底 部 周 回 す るナ デ。 （診良 （診淡 褐 色
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5号墳出土鉄製品（1）（第11図）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（。m）

出土地
挿図

番号 ・
券種 全　 長

法　　　　　　　　　　 量

形 態 の 特 徴 残存状況 備　 考

遺物

登録

番号

刀　　　 部 茎　　　 部 断　　　　 面

長 さ 断面形 長さ 断面形 計測部位 幅 厚さ

石棺内 23 刀　 子 （11．40） （5．62） 二等辺 （5．78） 長方形状 刀身元部 1．35 0．45 ・両関をもち茎元部には責金具が 切先部欠 （17．1）g 63

三角形 茎部責金具

茎中央部

（1．85）

0．70

0．20

0．35

残る。 木質痕

24 刀　 子 10．55 5．25 二等辺

三角形

5．30 長方形状 刀身中央部

切先部

茎中央部

0．95

0．76

0．60

0．30

0．15

0．25

切先は丸 く、背関をもつ。 完存 9．23g

木質痕

46

72

78

25 刀　 子 （6．75） （2．80） 二等辺

三角形

3．95 長方形状 刀身中央部

茎元部

0．82

0．70

0．30

0．35

両関をもつ。 切先部欠 （6．05）g

木質痕

71

76

26 刀　 子 （5．93） （1．48） 二等辺

三角形

4．45 長方形状 茎中央部 0．61 0．25 背関をもつ。 刀身部欠 （5．47）g

木質痕

69

70

埋土中 27 刀　 子 （7．50） （0．60） 二等辺

三角形

6．90 長方形状 茎中央部 0．65 0．30 両関をもつ。 茎部 （7．97）g

木質痕

80

5号墳出土鉄製品（2）（第11図）

出土地
挿 図

番号
器種

全長

①鍍 身部

② 頚部

③ 軍部

鉄　　 身 ． 部 頸　　　 部 茎　　　 部

形 態 の 特 徴 残 存 状況 備　 考

遺物

登 録

番号

平 面形 断面 計
測部 位

逆 刺長

関　 部
平面 形

断面計
測 部位

断面 形

断 面計
測 部位

断面形 W　 幅
T　 厚 さ 断面 形

W　 幅
T　 厚 さ

W　 幅
T　 厚 さ

石棺 内 28 鉄　 鉄 （9．60 ）

（9 5．85

② （3 ．90 ）

③ （0 ．90 ）

腸挟三角形 中央 部

2．45

0．22

（1．00） 台形 中央部

0 ．70

0 ．30

長方 形 元 部

0 ．70

0 ．35

鉄 身 は中央部 で除 々に幅 を増 し

なが ら逆 刺へ 続 く。

尖端 部欠 （17 ．0 ）g 64

平 造 長方形

29 鉄　 鉄 （7 ．70 ）腸扶三角形 先端部

2．83

0．20

元 部

0 ．75

0 ．23

鉄 身 は中央部 で徐 々に幅 を増 し

なが ら逆 刺へ 続 く。

鉄 身部 （15 ．5 ）g 77

78
平 造 長方形

30 鉄　 鉄 （2 ．70）

平 造

先端 部

2．15

0 ．18

鉄 身部 （2．7 ）g 74

3 1 ．鉄　 鉄 （8．05 ）

① （3．10 ）

② 2．20

③ 2．75

元 部

2 ．2 0

0 ．2 0

直線状 中央部

0 ．71

0 ．28

方形 元 部

0 ．35

0 ．31

先端 部欠 （6・7 ）g

木質痕

巻締痕

75

平造 長方 形

32 鉄　 鉱 （9．20 ）

（∋ （4 ．60 ）

② 3 ．00

（諺（1．60 ）

端 部

2 ．6 0

0 ．2 6

直線 状 元部

0 ．80

0 ．50

方形 元 部

0 ．60

0 ．50

鍍 身 は中央部 で幅 を減 らす。 先端 部欠

尖端 部欠

（15 ．5 ）g

木質痕

4 2

68

平造 長方 形

33 鉄　 鉱 （7．60 ）

② （2 ．60 ）

③ 5．00

台形

長方形

関部

0 ．68

0 ．4 2

方形 中央部

0 ．25

0 ．21

鉄 身部欠 （5．4 ）g

木質痕

65

78

34 鉄　 鉄 （6 ．90 ）

② （2 ．30 ）

③ （4 ．60 ）

台形

長方形

端 部

0 ．65

0 ．38

方形 中央部

0 ．50

0 ．30

鉄 身部欠 （6．3 ）g

木質痕

6 7

78

7 9

35 鉄　 鍍 ．（4 ．59 ）

② （2 ，39 ）

③ （2 ．20 ）

台形

長方形

端 部

0 ．80

0 ．3 0

長方形 元 部

0 ．50

0 ．2 1

鉄 身部欠

尖端 部欠

（3．93 ）g

木質痕

4 8

36 鉄　 鉄 （3 ．80 ） 茎部 （6．27 ）g

木質痕

6 1

37 鉄　 鉱 （5 ．95）

③ （5 ．85）

方料 中央 部

0 ．3 5

0 ．3 5

茎部 （3 ．05）g

木質痕

67
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8号墳出土鉄製品（1）（第29・31図）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（。m）

出土地
挿図

番号
器種 全　 長

法　　　　　　　　　　 量

形 態 の 特 徴 残存状況 備　 考

遺物

登録

番号

刀　　　 部 茎　　　 部 断　　　　 面

長さ 漸面形 長さ 断面形 計測部位 幅 厚 さ

第 1

主体部

3 直　 刀 102．6 0 82．0 5 二等辺

三角形

2 0．55 長方形状 刀身元部

刀身中央部

刀身切先部

茎尻部

3．8 0

3．7 0

3．2 0

1．9 0

0．80

0．70

0．60

0．75

刀身は元部から切先部 に向けて

幅、厚 を減らす。切先 は丸い。

刃関は角度 をもつ。茎尻部 に目

釘孔 1 を観察。鞘と柄の木質が

残る。

ほぼ完存 （1100）g 4 6

4 刀　 子 （9．3） （9．3） 二等辺 刀身端部 1．50 0．26 刀身は元部から切先部に向けて 切先部欠 （13．1）g 4 3

三角形 刀身切先部 1．14 0．20 幅、厚を減らす。 茎部　 欠

第 2

主体部

13 刀　 子 （1 1．2） 8．3 0 二等辺

三角形

（2．9 0） 長方形状 力身元部

刀身切先部

1．68

1．07

0．34

0．20

刀身元部から切先方向へ と幅、

厚を減らす。

両関をもつ。

茎尻部欠 （13．3）g 58

8号墳出土鉄製品（2）（第29・30・31図）

出土料 挿 図

番号
器種 －

全長

（∋鉄 身部

②頚 部

③茎 部

鉄 ．　 身　　 部 頸　　　 部 茎　　　 部

形 態 の 特 徴 残存 状 況 備　 考

遺物

登録

番号

平 面形
断面計
測部位

逆 刺長

関　 部
平面形

断 面計
測 部位

断面形

断 面計
測 部位

断 面形
W　 幅

T　 厚 さ 断面形
W　 幅
T　 厚 さ

W　 幅
T　 厚 さ

第 1

主体部

5 鉄　 鉱 17．10

（9 7．20

② 3．00

③ 8．10

腸挟柳葉形 中央 部

2 ．4 5

0 ．2 2

1．20 台形 関部

0 ．70

0 ．45

方形 中央部

0 ・．25

0 ．20

鉄 身 はふ くら をもち徐 々 に幅 減

と し逆刺 で外 反す る。

茎 部は糸状 紐により交 差す る巻 締

め の 後 柄 木 質 に覆 わ れ、更 に

柄 上端 に横位 の巻締 め痕を観 察。

ほぼ完 存 （22 ．5）g 48

平造 長方 形

6 鉄　 鉄 （14．70 ）

① 9 ．70

（3 3 ．0 0

③ （3 ．8 0）

腸扶柳葉形 中央部

2 ．95

q ・22

1．60 台 形 関部

1．00

0．40

方 形 端部 ．

0．35

0．30

鉄 身 はふ くらをもち 徐 々 に幅減

とし逆 刺で外 反す る。

茎部 の柄木 質上端 に横位 の巻 締

め痕 を観察 。

茎 端部 欠 （3 1．3）g 48

平造 長 方形

7 鉄　 鉱 13 ．10 腸挟三角形 中央部 1 ．00 台形 関部 方由 中央部 鉄身 はふ くらを もちほぼ 同一幅 ほ ほ完存 （2 2．7 ）g 4 8

（9 6 ．10

② 4 ．70

（諺（3 ．4 0）

車 造

2 ．80

0．20 長 方形

1 ．00

0 ．3 5

0 ．2 5

0 ．2 5

とし逆刺 で外反 す る。

茎部 の柄 木質上 端 に横 位 の巻締

め痕 を観 察。

錬 化膨 張

8 鉄　 鉱 （12 ．95）

① （1．80）

② （9 ．30）

③ （1．85 ）

三 角形 中央部

1．00

0．17

台形 中央 部

0 ．50

0 ．25

方形 茎部 の柄 木質上 端 に横位 の巻締

め痕 を観 察。

先端 部欠

茎部　 欠

（9．1 ）g 4 7

52

片 丸造 長方形

9 鉄　 鉱 （13 ．80 ）

① 2 ．40

② 8．15

③ （3．25 ）

三 角形 中央部

0．90

0．24

台形 中央部

0 ．50

0 ．30

方形 1 端 部

0 ．25

0 ．20

茎 部の柄 木質 上端 に横位 の巻締

め痕 を観 察。

茎 端部欠 （12 ．0 ）g 47

51

片 丸造 長方 形

10 鉄　 鉱 12．70

① 4．20

② 5．10

③ （3．60 ）

腸扶長三角形 先端 部

1 ．10

0 ．18

0 ．30 （台形 ） 関部

0 ．70

0 ．35

方形 中央部

0 ．28

0 ．15

鉄 身 は中央部 で僅 か に幅 を増 し

なが ら逆 刺へ 続 く。

茎 部 の柄木質 上端 に横位 の巻締

め痕 を観察。

茎端 部欠 （9 ．8 ）g 50

片丸造 長方 形

11 鉄　 鉱 （10．35 ）腸狭長三角形 中央 部 （0．40 ） （台 形） 関部 方形 端部 鉄 身 は先端 か ら幅 を増 しなが ら

逆 刺へ 続 く。

茎 部 の柄木 質上端 に横位 の巻締

め痕 を観察 。

先 端部欠

茎 端部 欠

（7 ．1）g 49

① （3 ．1．5）

② （5 ．3 5）

③ （1 ．8 5）

（三角形 ）

0 ．8 5

0 ・？0 長 方形

0．65

0．30

0．30

0．25

12 鉄　 鉱

無 茎鉄

4 ．9 0

（9 4 ．9 0

長三角 形

平造

中央 部

1．4 5

0 ．15

0．55 鉄身 は先端 か ら幅 を増 しなが ら

逆刺へ 続 く。

鉄身 中央部 に両面 か ら挟ん だ装

着木 質が残 る。

ほぼ完存 （4 ．5）g 53

第 2 14 鉄　 鉄 （13 95）腸挟柳葉形

平 造

元部 （0 ．5 5） 台形

長 方形

中央 部 方形 端部 鉄 身はふ くらを もち徐 々 に幅 減 鉄 身部 1 （18．7 ）g 54

主 体部 （∋（5 ．35） 2 ．80 0 ．6 8 0 ．3 5 とし逆刺へ 続 く。 部　 欠 5 7

② 4 ．75

③ （4 ．45）

0 ．23 0 ．3 0 0 ．30 茎部 の柄木 質上面 に横 位の巻 締

め痕 を観察 。

茎端部 欠

15 鉄　 鉱 15 ．70

（9 2 ．00

② 8 ．50

③ 5．20

三 角形 中央部

1・PO

0．15

台形 中央 部

0 ．58

0 ．34

方形 端 部

0 ．24

0 ．18

茎部 の柄木 質上 端 に横 位の 巻締

め痕 を観 察。

ほ ぼ完存 （9．6 ）g 55

平 造 長方形

16 不　 明

鉄製 品

（4 ．50） 輪状 鉄 を薄 く伸 ば して 円錐状 に巻 き

接 ぎ合 わせ とす る。

1 部 （5 ．2 ）g 57

17 不　 明

鉄製 品

（3・69 ） 輪状 鉄 を薄 く伸 ば して 円錐状 に巻 き

接 ぎ合 わせ とす る。

1 部 （3 ．7）g 56
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41号墳出土鉄製品（1）（第37図）
（cm）

出土 地
甲 図

番 号
器 種 全　 長 ．

法　　　　　　　　　　 量

形 態 の 特 徴 残 存状 況 備　 考

遺物

登録

番号

刀　　　 部 茎　　　 部 断　　　　 面

長 さ 断面形 長 さ ． 断面 形 計測 部位 幅 厚 さ

主体 部 1 （刀 子） （2 ．0 5） （2 ．05 ） 二 等辺

三 角形

刀身端 部 0 ．6 9 0 ．15 切先 は丸 い。 切 先部 ‾．（0 ．74）g 5

2 刀　 子 （7 ．70 ） 二 等辺

三 角形

長方 形 刀身 中央部 0 ．7 7 0 ．18 刀身元 部 は雨間 の可能性 。

刀身 は刃側 で元部 か ら極 端 に幅

を減 らす。1

切 先部 欠 （7 ．37）g

木 質痕

9

41号墳出土鉄製品（2）（第37図）

出土 地
挿 図

番 号
器種

全 長

（∋鉄身部

② 頚部

③ 茎部

鉄　　 身　　 部 頸　　　 部 茎　　　 部

形 態 の 特 徴 残 存状 況 備　 考

遺物

登録

番号

平面形 断 面計
測 部位

逆刺 長

関　 部
平 面形

断面計
測部位

断面 形

断面計
測部位

断面形 W　 幅
T　 厚 さ 断 面形

W　 幅
T　 厚 さ

W　 幅
T　 厚 さ

主体 部 ．3 鉄　 鉄 （6．95 ）

（9 4．85

② （3．20 ）

腸狭長三角形 先端 部

1．24

0 ．20

1．10 中央部

0．60

0．30

鉄身先 端部 か ら幅 を増 しなが ら

逆刺へ と続 くこ

茎 部　 欠 （7 ．5）g 2

8
平造 長 方形

．4 鉄　 鉄 12．75 腸扶長三角形 中央 部 0．20 方 形 尖端部 鉄身 中央部 はほ ぼ一定 幅 と した 完 存 （7 ．56）g 10

（9 4．13
片 丸造

0 ．90

0 ．15

0．24

0．22

後逆刺 へ と続 く。 木 質痕 11

5 鉄　 鉄 （5．76 ）

（診（5．76 ）

頸 部 （6 ．3 4）g 3

6 鉄　 鍍 （8．35 ）

② （5．35 ）

③ （3．00 ）

端部

0．62

0．36

方形 端部

0 ．48

0 ．32

関部膨 張破裂 によ り不 明瞭。 頚 部

茎 部

（5 ．73）g 6

7 鉄　 鉄 （3．70 ）

② （3．30 ）

③ （0．40 ）

台形

長方 形

端部

0 ．50

0 ．30

長方 形 頸 部 （2 ．6 ）g 4

8 ． 鉄　 鉄 （3．60 ）

② （3．60 ）
長方 形

上 端部

（0 ．55）

（0 ．31）

頚部 （3 ．5 5）g 7

42号墳出土鉄製品（1）（第44図）

出土 地
挿 図

番号
器種 全　 長

法 ・　　　　　　　　 量

形 一態 の 特 徴 残存 状況 備　 考

遺物

登録

番号

刀　　　 部 茎　　　 部 断　　　　 面

長 さ 断面形 長 さ 断面形 計 測部 位 幅 厚 さ

主体部 12 直　 刀 10 5．20 85．70 二等 辺

三角 形

19 ．5 0 長 方形状 刀 身元部

刀 身 中央部

刀 身切先 部

茎 部 中央 部

4 ．08

3．90

2．80

2 ．38

1 ．00

0 ．80

0 ．60

0 ．76

刀 身 は元 融 か ら切先 部 に向 けて

幅 、厚 を減 らす。切 先 は丸い 。

刃 関 は角度 を もつ 。

茎 部 に目釘孔3 を観 察。

鞘 と柄 の木質 が残 る。

完存 1109 g 4 0

42号墳出土鉄製品（2）（第44図）

出土地
挿 図

番号
器種

全 長

①鍍 身部

②頚 部

（諺茎 部

鉄　　 身　　 部 頚　　　 部 茎　　　 部

形 態 の 特 徴 残存状 況 備　 考

遺 物

登 録

番 号

平 面形
断面計
測部位

逆 刺長

関　 部
平面形

断 面計
測部 位

断面形

断面 計
測部 位

断 面形
W　 幅
T　 厚 さ 断面形

W　 幅
T　 厚 さ

W　 幅
T　 厚 さ

主 体部 13 鉄　 鉄 （11．18）腸挟柳葉形 中央部 0 ．80

長方形

元 部 鉄 身先端 部 はふ くらを もち僅 か 茎部　 欠 （18．85）g 19

（9 6 ．70
平 造

2．70

0．25

0 ．70

0 ．2 5

に幅 減 と した後 逆 刺 で 外 反 す

る。

木質痕

巻 締痕

20

14 鉄　 鉄 （1 1．50）腸扶長三角形

平 造

先 端部

長方形

関部 方形 端 部 鉄 身は 中央 部 で僅 か に幅 を増 し 尖端部 欠 （9．15 ）g 2 1

（9 4 ．00 1．03

0．18

0 ．52

0 ．3 0

0 ．28

0 ．26

なが ら逆刺 へ続 く。

鉄 身部の布 目は二重 に残 る。

木 質痕

巻 締痕

布 目痕
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出土玉類表　5号墳（第12図）

挿 図
番号 種 類

長 さ
（mm ）

径
（m m）

孔径
（mm）

穿孔 色　　 調 重量
（g ）

材 質
残 存
状 況

備 考
遺物
登録
番号

38 丸　 玉 4．8 0 5．30 1．3 0 淡灰褐色 0 ．14 土製 完存 3 2－1

39 小　 玉 3．6 5 4 ．・80 1．3 0 淡緑灰色 半透明 0 ．09 ガラス 完存 気泡有 33－1

40 小　 玉 2．2 0 3．30 1．10 青灰色 半透 明 0 ．．03 ガラス 完存 気泡有 2 9

4 1 小　 玉 2．2 0 4 ．40 1．4 0 緑灰色 半透 明 0 ．05 ガラス 完存 気泡有 3 0

4 2 小　 玉 2．0 0 4 ．0 5 1．15 黄緑色 半透 明‘ 0 ．03 ガラス 完存 気泡有 34－1

4 3 小　 玉 2．2 0 3．40 1．15 青色 半透 明 0．03 ガラス 完存 気泡有 34－2

4 4 小　 玉 1．8 0 去．90 0 ．9 5 青灰色 半透 明 0．02 ガラス 完存 気泡有 3 1

丸　 玉 3．3 0 5．30 1．4 0 0．9 淡灰褐色 （0 ．08） 土製 2／3 3 2

丸　 玉 4．0 0 4 ．40 淡灰褐色 （0 ．04） 土製 1／2 3 2

丸　 玉 4．8 0 5．50 1．4 0 0．9 淡戻褐色 0 ．1 3 土製 ． 完存 32－2

丸　 玉 4．0 0 5．30 1．2 0 淡灰褐色 0 ．12 土製 完 存 32－3

丸　 玉 ・ 9．8 0 （5．00）（0 ．7 0） 淡灰褐色 （0 ．23） 土製 （完存） 3 4－16

丸　 玉 5．10 5．00 1．4 0 淡灰褐色 0 ．14 土製 完存 3 4－17

丸　 玉 4．9 0 5：30 1．10 0 ．6 淡灰褐色 0．13 土製 尭存 65－2

丸　 玉 淡灰褐色 （0．06） 土製 1／3 65－3

小　 玉 2．2 0 4 ．00 1．3 0 1．0 青色 半透 明 0．04 ガ ラス 完布 気泡有 33－2

小　 玉 2．7 0 3．90 1．10 青色 半透 明 0 ．0 5 ガラス 完存 気泡有 3 4

小　 玉 3．0 0 3．70 0 ．8 0 淡青灰色 半透明 0 ．06 ガラス 完存 気泡有 34－3

小　 玉 2．2 0 3．1 0 0 ．90 淡青色 半 透明 0 ．03 ガラ ス 完存 気泡有 34 4

小　 玉 2 ．0 0 3．8 0 0 ．90 淡緑灰色 半透明 0．04 ガラス 完存 気泡有 34－5

小　 玉 2 ．6 0 3．2 0 0 ．70 淡緑灰色 半透明 0．04 ガ ラス 完存 気泡有 34－－6

小　 玉 3 ．2 0 4．10 1．20 淡青色 半透明 0．0 7 ガ ラス 完存 気泡 有 34－7

小　 玉 3 ．2 0 3．0 0 0．70 淡青色 半透明 0．0 5 ガ ラス 完存 気 泡有 34－8

4 、 玉 2 ．2 0 4．10 1．20 淡緑灰色 半透明 0．0 6 ガ ラス 完存 気 泡有 34－9

小　 玉 2 ．30 3．5 0 1．00 淡青 色 半透明 0．0 4 ガ ラス 完存 気 泡有 34－10

小　 玉 2 ．70 °2．9 0 0．70 淡青 色 半透明 0．0 4 ガラ ス 完存 気 泡有 34－1 1

小　 玉 2 ．00 3．10 0．80 青色 半 透明 0．0 3 － ガ ラス 完存 気 均有 34－12

小　 玉 2 ．90 3．4 0 0．70 淡緑灰色 半透明 0．0 6 ガ ラス 完存 気 泡有 34－13

小　 玉 2 ．00 4．5 0 1．90 淡緑 色 半透明 （0．04 ） ガ ラス 3／4 気 泡有 34－14

小　 玉 2 ・4 0 3．0 0 0．70 淡青 色 半透明 0．0 3 ガラ ス 完存 気 泡有 3 4－15

小　 玉 2 ．60 3．2 0 1．0 0 淡青灰 色 半透明 0．0 3 ガ ラス 完存 気 泡有 52

小　 玉 2 ．20 4．0 0 1．0 0 淡青 色 半透明 0．0 5 ガ ラス 完存 気 泡有 ‘65

小　 玉 2 ．00 3．7 0 0．80 淡青灰色 半透明 0．04 ガラ ス 完存 気 泡有 6 5－1

小　 玉 2 ．4 0 3．5 0 0：6 0 淡青灰色 半透明 0．0 4 ガ ラス ．完存 気 泡有 ．8 1

不　 明 淡灰 色 （0ニ0 2） ？． 破片 33
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出土玉類表　42号墳（第44図）

挿 図
番号

種 類 長 さ
（mm）

径
（mm）

孔径
（mm）

穿孔 色　　 調 重量
（g ）

材質 残存
状 況

備 考
遺物
登録
番号

4 切子玉 9 ．00 10．80 3．3 0 片面 透 明 1．4 6 7 水 晶 ほぼ完存 2 2

5 管　 玉 1 1．50 5．00 2．0 0 1．0 片面 暗線灰 色 0′．54 碧玉 完存 3 2

6 小　 玉 7．0 0 8．00 1．8 0 濃青色 半透 明 0 ．50 3 ガラス 完存 気泡有 3 8

7 小　 玉 6．2 0 7．．20 1．60 濃青色 半 透明 0 ．4 4 2 ガラス 完有 気泡有 3 7

8 小　 玉 4．8 0 8．50 2 ．10 濃青色 半 透明 0 ．4 4 9 ガラス 完存 気泡有 2 4

9 小　 玉 5 ．8 0 7．40 1．90 濃青色 半 透明 0 ．4 6 r ガ ラス 完存 気泡有 3 4

10 小　 玉 5．10 7．20 2 ．2 0 濃青色 半 透明 0 ．3 3 5 ガ ラス 完存 気泡有 3 3

1 1 小　 玉 5．50 7．70 1．8 0 濃青色 半 透明 0 ．4 4 9 ガ ラス 完存 気泡有 3 5

小　 玉 5．．4 0 7．5 5 1．50 濃青色 半 透明 0 ．4 ガラ ス 完存 気泡有 9

小　 玉 5．35 7．50 1．70 濃青色 半 透明 0 ．4 6 ガ ラス 完存 気泡有 9

小　 玉 4 ．80 7．70 1．60 濃青色 半 透明 0 ．4 ガ ラス 完存 気泡有 ・ 10

小　 玉 5 ．2 0 8．50 1．90 濃青色 半 透明 0 ．4 9 ガ ラス 完存 2 3

小　 玉 4 ．80 8．00 1．50 濃青色 半 透明 0 ．4 5 ガラ ス ・完存 2 5

小　 事 3 ．70 7．70 1．70 濃青色 半 透明 0 ．32 ガ ラス 完存 2 6

小　 玉 6 ．00 7：30 1．10 濃青色 半 透明 0 ．5 ガ ラス 完存 2 7

4、 玉 6 ．35 8．30 1．30 濃青色 ．半 透明 0 ．67 ・ ガ ラス 完存 気泡有 2 8

小　 玉 5．20 7．50 2 ．00 濃青色 半 透明 0 ．4 ガラ ス 完存 気泡有 2 9

小　 玉 5．3 5 7．60 1．2 0 濃青色 半 透明 0 ．4 3 ・ ガ ラス 完存－ 3 0

小　 玉 5 ．70 8．00 1．60 濃青色 半 透明 0 ．57 ガ ラス 完存 3 1

小　 玉 4 ．90 7．70 1．10 濃青色 半 透明 0 ．4 4 ガ ラス 完存 、3 9

小　 一玉 濃青色 半 透明 （0 ．13） ガラ ス 1／3 3 6
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図版　1

円護寺古墳群遠景（西から）

∵「∵「

円護寺古墳群周辺航空写真（南東上空から）



図版　2

5・6・7号墳全景（航空写真）

5号墳全景（航空写真）



図版　3

5号墳墳丘検出状況
（北東から）

5号墳主体部
石棺蓋検出状況（北東から）

5号墳主体部
石棺内遺物検出状況

（南西から）



図版　4

5号墳主体部
石棺検出状況（南西から）

5号墳主体部
石棺内遣物出土状況

（北西から）

5号墳主体部
石棺内遺物出土状況

（東から）



集石造構検出状況
（北東から）

6・7号墳全景
（航空写真）

6号墳調査前（北から）



図版　6

6号墳墳丘検出状況
（東から）

6号墳主体部
石棺蓋検出状況（西から）

6号墳主体部
石棺検出状況（東から）



6号墳主体部
石棺内遺物出土状況

（北から）



7号墳調査前（南西から）

7号墳墳丘検出状況
（北西から）

7号墳周溝哩土状況
（南東から）



図版　9
‘・‾’l‘‾11強、‘

7号墳主体部哩土状況
（北西から）

7号墳主体部検出状況
（南西から）

7号墳主体部検出状況
（北西から）



図版10

8号墳調査前
（北東から）

8号墳墳丘検出状況
（北東から）

8号墳墳丘断面
（南東から）


